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豊川市公園施設等利活用・適正化計画の概要 

１ はじめに 

現在、豊川市には 262 箇所の公園等があり、その多くは建設から 30 年以上が経過し、公園施設

の老朽化に加え、人口減少や少子高齢化社会による社会情勢の変化、子育て世代が住みやすい生活

環境づくりや高齢者の健康増進等のニーズの変化に伴い、公園施設の機能が十分に発揮されていな

い状況や、経年劣化等により多くの公園施設の更新が必要な時期を迎えています。 

以上のことから、公園等の長期的に安定した維持管理や公園機能を維持していくため、「豊川市公

園施設等利活用・適正化計画」を策定し、効率的な利活用を行っていく予定です。計画策定にあた

り、第６次豊川市総合計画や第３次豊川市都市計画マスタープラン、豊川市緑の基本計画、豊川市

立地適正化計画などの上位計画や地域のニーズを踏まえ再編方針を定めます。 

本計画が目指すところとしては以下の２点とします。  

 

【本計画の目指すところ】 

①地域の特性に応じた役割や機能を持たせ、個々の公園の違いを明確にし、選べる公園を増やす 

②再整備による利活用の促進と、再編や統廃合による長期的に安定した維持管理を実現する 

※本計画は２箇年で策定する想定であり、１年目に調査・検討を行い、２年目に計画策定を行

います。 

  

資料１ 
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２－１ 計画の位置付け 

本計画は、本市における緑地の保全及び緑化の推進に関する施策や取り組みを総合的に展開した

「豊川市緑の基本計画」(令和３年３月)に即して策定するものです。 

また、「第６次豊川市総合計画」「第３次豊川市都市計画マスタープラン」「豊川市立地適正化計

画」などの上位・関連計画との整合を図り策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

豊川市 

公園施設等利活用・適正化計画 

（本計画） 

第６次豊川市総合計画 

（平成 28年度～令和 7年度） 

【上位計画】 

第３次豊川市都市計画マスタープラン 

（平成 28年度～令和 7年度） 

 

豊川市緑の基本計画 

（令和 3年度～令和 12年度） 

 

豊川市立地適正化計画 

（令和 3年度～令和 22年度） 

【関連計画等】 

豊川市公共施設等総合管理計画 

（平成 28年度～令和 7年度） 

国土交通省 

都市公園の柔軟な管理運営のあり方に

関する検討会提言（令和 4年 10月） 

豊川市公園施設長寿命化計画 

豊川市環境基本計画 

（平成 2年度～令和 11年度） 
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表 上位計画による本計画への留意点 

２－２ 計画の位置付け（関連上位計画との整合） 

上位関連計画による公園ストック再編に関する事項から、本計画への留意点をまとめました。 

 

項目 上位関連計画における公園再編に関する事項  本計画への留意点 

公園の新規

整備 

 

・都市公園新規整備は、居住誘導区域を優先して

進め、身近に公園がある地域の拡充を目指す。

（緑の基本計画） 

・市街化調整区域においては、緑が豊富であるこ

となどを踏まえ、新規の都市公園等の整備につ

いては慎重に判断する。（緑の基本計画） 

●まちづくりの方針と整合を図った公園整

備や再編 

・総合計画や都市計画マスタープラン、立地

適正化計画などで示された土地利用ゾー

ニングや拠点、各誘導区域の考え方と整

合を図った公園整備、再編、既存ストック

の有効活用を推進する必要がある。 

・都市公園と児童遊園の機能重複について

は、求められる機能と維持管理状況を踏

まえ、再整備の方針を設定する必要があ

る。 

 

●社会状況や利用者ニーズへの対応 

・各地域により整備・再編の背景となる特

性(公園配置、人口、歴史、景観、交

通、教育、利用状況、公園に対するニー

ズなど)が異なっており、地域単位で当

該地区に適した整備・再編に取り組む必

要がある。 

 

●大きな公園への対応 

・赤塚山公園や豊川公園、スポーツ公園など

の大きな公園は、市全域からの利用があ

り、幅広い市民ニーズや市全体のまちづ

くりの方向性を考慮し整備を推進する必

要がある。 

・また、民活導入により、賑わい創出、活力

あるまちづくりにつなげていくことが求

められる。 

 

●市民協働の推進 

・公園整備や管理では、すでに実践されてい

る市民協働の推進を図る。 

 

●トータルコストの縮減 

・近年、公園の維持管理費が増加の傾向にあ

り、計画的な施設の点検・改修・更新を実

施し、トータルコスト縮減を図っていく

ことが求められる。 

公園の再整

備・機能再

編・バリア

フリー化 

 

・既存都市公園ストックの有効活用に重点を置

き、利用者ニーズの変化や高齢化などの社会的

背景を踏まえ、地域住民と連携し取り組む。（緑

の基本計画） 

・適切な維持管理や改修・再整備を行うことで公

園の魅力向上を図る。（都市計画マスタープラ

ン） 

・一定のエリア内での公園施設の機能の重複状

況を踏まえ、児童遊園・ちびっ子広場のストッ

クの適正化を検討する。（緑の基本計画） 

都市公園と

児童遊園の

統合や廃止 

・都市公園と児童遊園では、設置目的や配置・規

模等の考え方が異なることによる管理上の不

都合（不整合）が生じるなどの課題があり、根

本的・全体的な位置付け等の見直しを検討する

必要があり、それに併せて統合や廃止について

も検討を要する。（公共施設等総合管理計画） 

・維持管理費の不足が予見される場合には、維持

コストが嵩む施設を中心に耐用年数を迎えた

時点で、使用実績や地元の意見等を踏まえた上

で、取り替え等の機能維持が必要ないと判断す

れば、撤去する。（公共施設等総合管理計画） 

公園管理 

 

・主要な都市公園は公募設置管理制度（Park-

PFI）や設置管理許可制度等の民間活力の導入

を検討し、都市公園の魅力向上や賑わい創出を

図る。（緑の基本計画） 

・「豊川市公園施設長寿命化計画」に基づき、計

画的な施設の点検・改修・更新を実施し、公園

の維持管理に要するトータルコストの縮減を

図る。（公園施設等長寿命化計画） 

・公園、緑地の管理における市民との協働を推進

する。（第６次総合計画） 
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３ 対象とする公園 

本市で整備されている公園としては以下の種類があります。 

 

都市公園   

①都市計画法に基づく都市計画公園 

 ・都市計画法に基づき、都市計画決定された公園又は緑地で、国又は地方公共団体が設置する

もの 

 ②都市計画公園以外の都市公園 

 ・地方公共団体が都市計画区域内に設置する都市計画施設ではない公園又は緑地 

その他の公園 

・都市公園以外の市が管理する公園で児童遊園やちびっ子広場など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画ではこれらの都市公園及びその他の公園のすべてを対象とします。対象とする公園数、お

よび該当する公園名(一部)は次ページ表のとおりです。 

なお、都市公園は住民の利用に供する身近なものから広域的な利用に供するものまで様々な規模、

種類のものがあります。本市に存在する公園の機能、目的、利用対象等についても次ページの内容

欄に併せて示しました。 

 

 

 

  

公園 

都市公園 

都市計画法に基づく都市計画公園 

都市計画公園以外の都市公園 

児童遊園等 

118箇所（街区：94、近隣：11、地区：4、総合：1、運動：2、緑地：6） 

144箇所（児童：36、ちびっ子：58、その他：47、臨海緑地：3） 

児童遊園、ちびっ子広場、その他緑地・広場、臨海緑地 
262箇所 
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                 表 計画の対象とする公園数 

緑地

区分 
種類 公園種別 

計画対

象数(箇

所) 

公園の内容 該当する公園 

都 市

公園 

住 区

基 幹

公園 

街区公園 94 主として街区内に居住する者の利用に供する

ことを目的とする公園で１箇所当たり面積

0.25ha を標準として配置する。 

美幸公園 

曙公園 

桜木公園 他 

近隣公園 11 主として近隣に居住する者の利用に供するこ

とを目的とする公園で１箇所当たり面積２ha

を標準として配置する。 

三明公園 

新道公園 

本野原第一公園 

他 

地区公園 4 
主として徒歩圏内に居住する者の利用に供す

ることを目的とする公園で１箇所当たり面積

４ha を標準として配置する。都市計画区域外の

一定の町村における特定地区公園（カントリ－

パ－ク）は、面積４ha 以上を標準とする。 

桜ケ丘公園 

弘法山公園 

佐奈川散策公

園 

手取山公園 

 

都 市

基 幹

公園 

総合公園 1 都市住民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動

等総合的な利用に供することを目的とする公

園で都市規模に応じ１箇所当たり面積 10～

50ha を標準として配置する。 

赤塚山公園 

運動公園 2 都市住民全般の主として運動の用に供するこ

とを目的とする公園で都市規模に応じ１箇所

当たり面積 15～75ha を標準として配置する。 

豊川公園 

スポーツ公園 

都 市

緑 地

等 

緑地 6 主として都市の自然的環境の保全並びに改善、

都市の景観の向上を図るために設けられてい

る緑地であり、１箇所あたり面積 0.1ha 以上を

標準として配置する。但し、既成市街地等にお

いて良好な樹林地等がある場合あるいは植樹

により都市に緑を増加又は回復させ都市環境

の改善を図るために緑地を設ける場合にあっ

てはその規模を 0.05ha 以上とする。(都市計画

決定を行わずに借地により整備し都市公園と

して配置するものを含む) 

行明緑地 

緑町緑地 

三上緑地 

酢屋下緑地 

御油松並木公園 

豊川海軍工廠平

和公園 

その他の公園 児童遊園 36 児童福祉法第 40 条に規定されている児童厚生

施設の一つで、児童の健康 増進や、情緒を豊か

にすることを目的とし、児童に安全かつ健全な

遊び場所を提供する屋外型の施設である。 

赤代児童遊園 

西桜木児童遊園 

他 

ちびっ子

広場 

58 西の谷ちびっ

子広場 

  他 

臨海緑地 3 港湾における就労環境や生活環境の向上並び

に良好な自然環境の保全や向上等に資するた

めの港湾環境整備施設（緑地、海浜、植栽、広 

場、休憩所等）。港湾法に基づいて設置。愛知県

により設置し豊川市へ移管、または管理実施。 

御幸浜緑地 

佐脇浜緑地 

県営三河臨海

緑地 

その他緑

地・広場 

47 都市計画法施行令２５条第６号・７号、都市計

画法施行規則第２１条に基づいて設けられた

緑地・広場等のほか、上記に該当しない緑地・

広場。 

西ノ谷広場 

炮六土広場 

他 

注) ・計画対象となる公園の数は令和 6 年８月現在 

・近隣住区=幹線街路等に囲まれたおおむね 1km 四方(面積 100ha)の居住単位 

   ・「都市公園」分の内容欄出典 : 国土交通省 HP  
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４ 公園施設等利活用・適正化計画とは 

令和３年３月に改定した「豊川市緑の基本計画」において、基本施策 4-2「身近な公園を活かし

ます」の「公園のストック再編」を施策の一つとして位置付けており、本計画はこれに基づき策定

するものです。 

 

 

 

●機能が類似した狭小な公園が複数分布する地域では、人口動向等を踏まえて集約に

よる公園緑地の機能向上を検討します。 

●検討対象とする公園は、都市公園のほか、都市公園を補完する施設として児童遊園

等を含めて適正な配置を検討します。 

 

 

 

●多様化する市民のニーズに対応するため、市全体の都市公園や緑地の配置を踏まえ

て、地域住民と協力して公園の機能の再編を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．公園の適正配置の検討 

２．ニーズに応じた公園の機能再編 

例：モデルケース① 

遊具メイン 

例：モデルケース② 

広場メイン 

参考：国土交通省 
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参考 公園緑地の機能 

 

 存在効果：公園緑地が存在することによって都市機能、都市環境等都市構造上にもたらせる効果 

 利用効果：公園緑地を利用する都市住民にもたらされる効果 
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５ 計画策定の進め方 

計画策定は以下のフローチャートで進めることを予定しています。 

 

１ 豊川市の公園の現状把握 

 

③ 利用状況 

（ビッグデータ分析） 

計画準備 

令
和
６
年
度 

④ 市民ニーズ 

（市民アンケート） 

 

３ 調査結果の分析 

① 人口特性 

 

② 公園の整備状況 

 

４ 調査結果の評価 

令
和
７
年
度 

●第 1回策定委員会 

●第 1回作業部会 

●第 2回策定委員会 

●第 2回作業部会 

５ 基本目標・基本方針 

 

＊令和７年度以降の進め方は未定 

６ 利活用・適正化計画 

 

７ 具体方策・運用方法 

 

８ 計画の見直しについて 

 

●第 3～5回策定委員会 

●第 3～5回作業部会 

パブリックコメント 

令和 8年度以降 計画に基づく再編実施 

２ 上位関連計画の整理 

市民アンケート 

現地カウント調査（補完） 

町内会長アンケート（補完） 


